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評価のまとめ
第２章　第２節  一人ひとりの睡眠時間や活動の様子を見ながらしっかり休めるように配慮した。

乳幼児期の 　身近な用具を用意したり、好きな音楽を流すことにより体を動かし楽しさを共有すること
園児の保育 ができた。また、絵本や手遊びを通して語彙量も増え思いを伝えようとする姿も見られる。

第２章　第３節 　自分でやってみたいという気持ちを大切にすることで意欲的に身の回りのことに取り組む
満１歳以上満３歳 姿が見られる。保育者や異年齢児とも関わりを持ち、手遊びや体操などを取り入れるなど
未満の園児の保育 環境を整えることにより一緒に遊ぶ楽しさを感じられている。生き物に触れる機会や砂遊

びや感触遊びをする機会が少なかったので、環境を整えながら取り組んでいく。
　見通しをもって身の回りのことや片づけなど言葉かけだけでなく、視覚化することで自分で
気づき判断して行動できるような環境づくりが必要だったと思う。

第２章　第４節 　一人ひとりの特性に応じて接することにより、自己表現力も高まってきていると感じられる。
満３歳以上の園児 　廃材や様々な材料を活用し、興味をもった宇宙づくりや虫かごづくり・海の制作・ごっこ
の教育及び保育 遊びに必要なものの制作など意欲的に取り組むことができた。事前の準備が不十分だっ

たので、制作コーナーを充実させていく。
　また、園外活動が少なかったので、身近な自然や地域の方との触れ合う機会を作ったり、
伝統文化にもふれる機会を持てるようにしていく。

第２章　第５節 　一人ひとりの生活リズムや体調に配慮し、異常が見られた際は保護者に状況を伝える
教育及び保育の実践 ことで健康に過ごすことができている。また、一人ひとりの思いを大切にし、自分の気持ちを
に関わる配慮事項 安心して伝えられるように場を設けるなど配慮している。

 園と家庭での様子を共有し、連携を図ることで子どもが健康に過ごせるように努めた。
　職員間で協力して清掃や消毒を行ったり、ケガ等があった場合は職員間で共有し、

第３章 改善に努めている。また、あらゆる災害等を想定し、避難訓練を実施することができた。
健康及び安全 　野菜の栽培を通し食に対して興味を持ち、食事を楽しみにする姿が見られる。直売所

に行くことにより、販売に興味を示し実際に販売に挑戦したり、疑問に感じたもち米とうる
ち米の違いを比較するなど体験を通し食を営む育成につながっていると感じる。地域との
連携もできなかったので、継続し取り組めるようにする。
　面談や日々のコミュニケーションを図ることにより、保護者との信頼関係を築いたり、保護
者会にて園の方針や理念を説明し理解を深められるようにした。また、活動の流れをドキ

第４章 ュメンテーション化して掲示することにより教育保育の理解に努めた。
子育ての支援 　配慮が必要な園児や不適切保育が疑われる場合には関係機関とも連携し、安心して

子育てができるように対応している。
　地域における子育て家庭への支援に関しては、ニーズを把握しどのような支援が必要な
のか実態を把握していく。

第５章 　園内研修や外部研修など一人ひとりが研修を通じて専門性の向上に努めているが、研
職員の資質 修内容の共有や実践への反映が不十分なので定着へ向けた仕組みづくりを行っていく。

また、主体的に学び合う環境づくりや外部研修の活用体制等、体系化を図っていく。
　職員一人ひとりに応じて取り組めている部分取り組めていない部分と偏りが見受けられ
る。全員が同じ視点で子どもたちが安心して楽しく過ごせるよう、保育の理念・目標を共

総合 有理解し、満遍なく取り組めるように努める。
　保護者への理解も含め、振り返りを大切にし、子どもたちが遊びを継続して楽しむこと
ができるよう環境づくりに努めていく。

内容

〖乳児保育〗

〖３歳未満児保育〗

〖３歳以上児保育〗

〖教育保育の配慮事項〗

〖健康・安全〗

〖子育ての支援〗

〖職員の資質向上〗
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7 〖職員の資質向上〗 4.2

6 〖子育ての支援〗 3.6

5 〖健康・安全〗 4.3

4 〖教育保育の配慮事項〗 4.5

3 〖３歳以上児保育〗 4.1

2 〖３歳未満児保育〗 4.3

1 〖乳児保育〗 4.3




